（Ｈ25年5月）

· 東証の「なでしこ銘柄」はなぜ好調なのでしょう？
今年の2月26日、経済産業省と東京証券取引所（東証）は共同で、女性の活用を積極的に進め、かつ財務面でのパフォーマンス（自己資本利益率）がよい東証一部上場企業17社の株式を「なでしこ銘柄」と名付けて公表しました。業種ごとに1社に限定されましたが、女性の役員や管理職への登用実績、育児支援制度の充実と高い利用率などが評価されて今回選ばれた17社は、以下のとおりです。

マルハニチロホールディングス（水産・農林業）、積水ハウス（建設業）、アサヒグループホールディングス（食料品）、東レ（繊維製品）、花王（化学）、住友ゴム工業（ゴム製品）、旭硝子（ガラス・土石製品）、大同特殊鋼（鉄鋼）、住友金属鉱山（非鉄金属）、ダイキン工業（機械）、日産自動車（輸送用機器）、ニコン（精密機械）、東京急行電鉄（陸運業）、KDDI（情報・通信業）、豊田通商（卸売業）、ファーストリテイリング（小売業）、三井住友フィナンシャルグループ（銀行業）。

上記17社の株価の2011年末からの株価騰落率は、2月26日（選定）時点で11社が日経平均を上回っており、現在においても上昇傾向のようです。アベノミクス効果によるところもありますが、投資家の目が収益などの財務指標だけでなく、女性を含めた多様な価値観を持った幅広い層の人材活用という基準に注がれた結果ともいえるのではないでしょうか。このことは、東証が「なでしこ銘柄」17を含む、女性活躍スコアの高い72銘柄（業種ごとに最大3社）を指数化して試算したところ、2009年4月からの値動きは東証株価指数（TOPIX）を上回り、特に昨年末からの株価が回復する局面においても超過率が拡大している、との新聞報道でも裏付けられます。
つまり、簡単に言えば、女性が活躍する企業は高い成長性が見込まれること、同時に私たちはそのような社会的責任を果たしている企業を心理的にも応援したいという気持ちにさせられること、このことが株価を押し上げる要因といえます。
ではなぜ女性が活躍する企業は高い成長性が見込まれるのでしょうか？その答えは現在の日本のおかれている経営環境にあります。昭和30～40年代の高度成長期はまだまだ物が人々に行き渡っていない時代で、画一的な製品を大量に生産し、大量に売れた時代でした。しかし、現代はどうでしょう。他人と異なる物を持ちたい、サービスを受けたい。大きな不満はないけれど、こんな物があったら、こんなサービスがあったらもっと快適な生活を送ることができるのに・・・

これを解決するのが多様な価値観を持った人々の発想です。女性だけでなく、高齢者や外国人、障害者など多様な人々の能力を引き出す「ダイバーシティ経営」は、もはやこれからの企業経営のスタンダードといえます。しかし「ダイバーシティ経営」にはコストがかかります。画一的な管理が不可能だからです。それぞれの価値観やこだわり、事情を尊重して最低限のルールしか設けない。それが成功の秘訣といえるでしょう。
同じ価値観を共有し、企業理念を追求して共に頑張ることは大事なことで、それを否定するつもりはまったくありません。しかし、企業理念にたどり着くルートは複数あっていいはずです。金太郎飴のようにどこを切っても同じ顔（同じ考え）しか出て来ないような組織はすでに死んでいます。遅かれ早かれ淘汰されて消滅してしまうでしょう。そうならないためにも一日でも早く行動に移そうではありませんか！　　　　　　　（工藤克己）
